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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS C 0364-7-701:2010 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 C 0364-7-701：2025 
 (IEC 60364-7-701：2019) 

低圧電気設備－第 7-701 部：特殊設備又は特殊場所

に関する要求事項－バス又はシャワーのある場所 

Low voltage electrical installations-Part 7-701: Requirements for special 

installations or locations-Locations containing a bath or shower 

 
序文 

この規格は，2019 年に第 3 版として発行された IEC 60364-7-701 を基に，技術的内容及び構成を変更す

ることなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格の要求事項は，JIS C 60364 規格群に対してバス又はシャワーのある場所に関する要求事項を

追加又は置き換えるものである。なお，この規格で採用（引用）している JIS C 60364 規格群は最新版と

し，箇条番号及びその題名はそれらに対応している。 

箇条番号の付け方は，JIS C 60364-1 の様式〔表 A.1（JIS C 0364，JIS C 60364 規格群の番号体系）及び

表 A.2［JIS C 0364，JIS C 60364（低圧電気設備）規格群の構成］〕に従っている。701.1～701.3 を除き，

この規格を示す固有番号（701）に続く番号が，採用する JIS C 60364 規格群の箇条番号を示している。 

この規格では，JIS C 60364 規格群の要求事項を適用し，例えば，この規格の 701.4（安全保護）は，JIS 

C 60364-4 規格群の要求事項にこの規格の 701.4 に規定している要求事項を追加又は置き換えて適用する

ことを意味している。 

701 バス又はシャワーのある場所 

701.1 適用範囲 

この規格は，バスタブ及び／又はシャワーを特定の場所に恒久的に設置することを意図した屋内又は屋

外における電気設備について規定する。 

バスタブ及び／又はシャワーのある場所の範囲を，次によって区画する。 

－ 最も低い床仕上げ面 

－ 最も低い床仕上げ面上 3 m の水平面 

－ バスタブ又はシャワー用の固定水栓から 4 m の距離に垂直に取り囲む仮想面 

－ バス又はシャワーのある場所に接する，6 cm までの深さの壁，床及び天井の空間 

注記 1 シャワーヘッド及びフレキシブルホースが取り外し可能な場合，固定水栓は，フレキシブルホ

ースの供給端であるとみなされている。 


